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	応用
	抗原情報
	背景
	シトクロムc酸化酵素（COX）は、呼吸鎖の末端酸化酵素として機能し、シトクロムcを電子供与体として利用し、ミトコンドリア内膜を横切るプロトン勾配を駆動します。哺乳類のCOXアポ酵素は、ミトコンドリアにコードされた3つの触媒サブユニットと、核遺伝子にコードされた複数の構造サブユニットからなるヘテロ多量体です。COXは、2つの鉄配位部位と2つの銅配位部位を有しています。シトクロムc酸化酵素IV（COX4）は、COXの核にコードされたサブユニットであり、COXの活性を制御する役割を果たしていると考えられます。COX4は成人の組織に広く発現しており、膵臓で最も強く発現し、心臓、骨格筋、胎盤では中程度の発現レベルを示します。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	HEK293（1）、A549（2）、PC12（3）細胞溶解物に対するCOX4I1マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	COX4I1マウスmAb（緑）を用いたPANC-1細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	COX4I1 マウス mAb (青) とネガティブ コントロール (赤) を使用した K562 細胞のフローサイトメトリー分析。

